２０２２年度　第１回組織部会
２０２２年６月２３日（木）
（４）春の拡大月間（４～５月）の総括
１）春一番の結果から月間の設定
春一番に残した３５を超過しないと年間目標到達は厳しい状況ですが、３．５％７６人をまずは早期にやりきり、月間中と夏の拡大も視野に入れ、年間目標を追求します。
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２）行動提起
①群会議オルグを継続し、分会五役のオルグ担当で新年度体制を把握しよう
新年度の４月分会執行委員会は分会五役の全群のオルグ担当を決めましょう。分会五役が全群の特長を把握すれば、群・分会の課題が見えることで取り組む内容が明確になります。新たに群役員を務める仲間への援助も、同時に進めましょう。拡大の基本は仲間からの紹介です。群から広がった対象者や、成果を大きく取り上げ、仲間を高く評価して目標達成へ喜びを共有しましょう。各分会五役のオルグ担当を話し合い報告してください。
②早めの月間計画と行動で早期達成～目標超過をめざそう
春の拡大月間は、年度末・年度初めの時期に多くの仲間や事業所との対話相談を進め、春一番で進められなかった運動を取り戻すことが、月間成功の道筋です。行動計画を早めに立て、新年度体制を機能させて上記のオルグ担当を決めて、組織体系を活かした行動計画を立てましょう。
③宣伝カー運行で地域情報収集と宣伝行動の二段構え

明るい日中に情報収集も目的の一つと位置付けて、地域宣伝の効果と各分会地域の対象者情報を、仲間が集める目的の二段構えで取り組みます。昼間得た情報はゼンリン地図を活用し、在宅している確立が高い夜の行動へと情報を繋げて昼・夜の連携行動で成果へ結びつけよう。
宣伝カー運行（支部の軽自動車宣伝カー）
日程／４月１５日（金）～２８日（木）の平日（土日除く）で９時４５分支部会館集合　１０時～１５時
※希望日を分会執行委員会後の１３日（水）以降受付、先着順です。
※２日間希望する場合は個別に相談してください。
場所／支部会館集合～分会地域へ　参加／各分会２人一組の２名（日常運転をしてる人）
行動費／８６００円　※各分会にお渡ししているゼンリン地図を持参してください。
４月１９日に稲城南、２０日に多摩さくら、２６日に多摩東が行動しました。現場訪問を兼ねて取り組み、他支部の仲間と対話できた行動報告もあがりました。

④対象者紹介キャンペーン
３月２５日〜４月３０日までの対象者を有効とします。加入は問いません。
※１：５月６日までに本部に送付（ＦＡＸ・メール）された対象者紹介カードが有効です。 

※２：紹介者カードは、できることアンケートとして作成しています。
抽選対象：対話行動等の聞き取りで得られた拡大対象者を紹介した仲間、ただし、事業所入社よる加入（入社拡大）は無効となります。 

※対象者は氏名、住所もしくは連絡先が未記入のものは無効とします。 

景品：amazonギフト（５００円）カードもしくはQUO（５００円）カードを抽選で１０００人にプレゼント 

抽選方法：６月組織部会で抽選を実施、ただし１０００人未満の際はすべてを有効とし当選とします。
５月６日までの取り組みで提起した対象者紹介キャンペーンは、訪問時の対話材料として活用し、資料配布と拡大行動で周知しました。対話では群会議でもらったので知ってるという声もあり、仲間への周知はできましたが、残念ながら対象者の紹介が支部に届いたものはありませんでした。提出はなかったものの、取り組みとしては浸透したので今後はもう一歩踏み込んだ情報を引き出す接近が必要になります。
⑤推進委員会　
日程／①５月１５日（日）終盤決起終了後
②５月２４日（火）後半集約会議終了後
場所／支部会館　参加／支部四役・常任・書記局

３）月間の要となる出陣式・決起集会
①支部出陣式
日程／４月１０日（日）　支部大会終了後に簡略し短時間ですが、達成にむけて意思統一します。
４月１０日の支部大会終了後に簡略し短時間ですが、達成にむけて意思統一しました。全分会から持ち寄り報告があり、全体で２４人の成果、到達は２６人となりました。
②分会出陣式
日程／４月１２日（火）または１３日（水）　分会執行委員会と結合し、分会内での意思統一をお願いします。飲食をしない意思統一を工夫しながら取り組みましょう。※支部四役の激励訪問はありません。
多摩さくら分会は４月１６日、他の４分会は４月１２日に分会執行委員会と結合し、各分会内での意思統一を行われました。引き続くコロナ禍の状況のため、以前の形式では開催できませんでしたが、春の拡大月間成功への意識は各分会で引き上げられました。
③日曜行動・中間決起集会
４月２４日に午前中は日曜行動、午後は分会役員学習会・拡大後半集約会議を永山情報教育センターで開催しました。会議終了後に中間決起集会を行い、各分会の経験報告や活動内容を共有しました。持寄り成果は全分会から１４人が報告されました。到達は４０人に引きあがり、稲城中央分会は達成一番乗りと超過達成となりました。月間スタートから提起している「早期達成・超過達成」実践し、支部の運動をけん引しています。これまでの多くの訪問行動量が成果に結びついた結果です。

④終盤決起集会
日程／５月１５日（日）午後３時３０分～　会場／支部会館
参加対象／支部四役・常任・執行委員（待遇含む）
午前中～午後３時頃まで終盤の成果を引き上げる日曜行動。午後３時３０分～終盤決起集会を開催。一気に支部目標達成をめざしましょう。
５月１５日に日中日曜行動を行い全分会が行動しました。終了後には支部会館で終盤決起集会を行い、持寄り成果が２２人報告され、終盤戦の成果を一気に引き上げました。この時点で稲城中央の達成一番乗りに続き、多摩さくらも目標を達成しました。決意表明では超過達成めざすと力強い言葉で終盤戦に臨み、最終盤に向けてさらに勢いが加速しました。
⑤最終盤決起集会
日程／５月３１日（火）　１９時～　会場／京王プラザ多摩センター
参加／支部四役・常任・各分会より１０名（四役・常任を除く）

拡大月間を成功させて、会食形式で盛大に行い、夏の拡大に向けて意思統一する決起集会です。感染防止策を行い、アルコールはなしで開催します。全体で６０人規模を想定しています。
春の拡大月間の最終日の５月３１日に、京王プラザホテル多摩で最終盤決起集会を開催しました。総勢５９人が参加しました。コロナ禍になってから飲食含む結集は、これが初めてになりました。感染防止に配慮しながらの開催で、アルコールは提供しませんでした。参加されたみなさんからは、アルコールないのは寂しいと声が聞かれ、時間も予定より早く終わったので、いつも通りの結集とはなりませんでしたが、今後の結集に自信を持てる取り組みとなりました。
春の拡大月間の最後を飾り、夏の取り組みに向けて力強い提起を行いました。最終盤決起の中でも持寄り報告があり、最終結果は次の各分会の到達の表となりました。各分会の代表者からこれまでの春の月間を振り返り、さらに夏の取り組みに向けての決意表明があり、最後は団結ガンバロウで全体が一つになりました。
（５）春の拡大月間の結果
１）春の拡大月間の結果と各分会の到達
春の拡大月間本当にお疲れさまでした。目標７６人を超過し、８７人の到達を築きました。４分会が目標を達成し、達成した分会は全て超過達成となりました。
コロナ禍３年目での運動となった拡大月間は、これまでの経験を活かし仲間に寄り添い、対話する行動を継続させ、徐々に従来の活動を戻すことも模索し始めました。仲間の団結で、組合運動を継続させ目標３．５％７６人を突破し、最終盤の追い上げにより８７人４．０５％で終えることができました。ご奮闘いただいたすべてのみなさんに感謝申し上げます。
最終盤の追い上げで超過達成することができました。拡大運動をはじめ、結集を止めずに、運動継続していく事により、目標を実現させることができました。組合運動は拡大の達成が目的ではなく、仲間の要求を実現させることが目的です。要求を実現させるための「数は力」を強くする拡大運動はそのための手段になります。これからもより一層組合を強固にするために拡大運動を継続していきましょう。ご奮闘ありがとうございました。

春の特徴でもある事業所の新規採用の成果が目立ちましたが、新規事業所や労災・国保で加入するという成果もありました。超過達成した中でも多摩さくら分会は春一番の残した数を上回る超過数でした。
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（６）春の拡大月間の総括の視点と教訓
　春の拡大月間はコロナ禍３年目での経験を教訓に、各分会で結集を止めずに仲間に寄り添った取り組みを展開しました。各分会でも独自で創意工夫をしながら「この状況下で出来ること」を進め、仲間同士の伝達を守り、徐々に本来の組合活動を取り戻しつつありました。
≪分会での主な行動・特徴点≫

春の月間の行動を振り返り、みなさんからの報告をお願いします。
稲城東
稲城中央
稲城南
多摩東
多摩さくら
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